
7月20日（土）、「マルパ実践報告フォー
ラム 2019・小田原市文化セミナー特別
編」と題したイベントが小田原市民会館
にて開催された。マルパの美術館である
神奈川県立近代美術館と茅ヶ崎市美術
館、そして、マルパと類似の目的を掲げ
つつ異なる手法で実践しているアーツ前
橋や NPO 法人スローレーベル、それら
4 つの美術館・団体の実践報告をメイン
プログラムとするフォーラムである。

マルパを構成する美術館は神奈川県湘
南エリアの中央から東側に位置してお
り、今回のフォーラムは小田原市文化政
策課の協力を得て、県西部の方々ともマ
ルパの理念や実践内容について意見を交
換する場となった。

会場には定住外国人や障がいのある人
たちの美術館へのアクセス向上や、美術
館でのインクルーシブな教育普及事業に
興味・関心を持つ学芸員・研究者・留学
生らが多数来場した。マルパ実行委員等
の主催者側も含めると 100 名近い参加
者となった。

プログラムとしては主催者挨拶、開催
趣旨、マルパ・ワークショップの概要説
明に続いて、実践報告とそれを踏まえた
パネルディスカッションや、参加者同士
の情報交換会が行われた。

実践報告について順にテーマ（カッコ
内は報告者）を挙げると、『インクルー
シブデザイン手法を活用したフィールド
ワークから表現へ』（茅ケ崎市美術館学
芸員の藤川悠さん）、『外国につながる子
ども・若者たちへのエンパワーメント
―美術館とアートの力』（神奈川県立近
代美術館学芸員の鈴木敬子さんと筆者）、

『生きることに寄り添う表現とは何か〜

“表現の森”の活動から』（アーツ前橋学
芸員の今井朋さん）、『共創のための「人」
と「環境」をつくる〜スローレーベルの
舞台芸術の取り組みから』（NPO 法人ス
ローレーベルの野崎美樹さん）の 4 つで
ある。

今回の実践報告の発表時間は 15 分か
ら 20 分と短いものであったため、それ
ぞれワークショップ（プロジェクト）概
要と実践から得られた重要な知見に的を
絞った報告となった。

茅ケ崎市美術館では美術館まで（から）
つづく道を「感覚特性者」（聴覚障がい
者、小さな子とベビーカーユーザー、視
覚障がい者と盲導犬、車椅子ユーザー）
と表現者（アーティスト・研究者）がペ
アになって、一緒に歩き回るフィールド
ワークを 4 回実施した。インクルーシブ
デザインの手法で、表現者が感覚特性
者の感情や行動から気づきを得て作品を
制作し、企画展「美術館まで（から）つ
づく道」での展示に至る経緯を藤川さん
は報告した。藤川さん自身がフィールド
ワークを通じて、感覚特性者だけでなく、
表現者もワークショップに同行したコア
メンバーも、一人ひとり感覚が違うこと、
すなわち、「みんなが感覚特性者」であ
ることに気づいたという。

鈴木敬子さんは、神奈川県立近代美術
館でのブルーノ・ムナーリ（イタリアの
芸術家・絵本作家）の日本最大の回顧展
に合わせて開催された鑑賞・造形ワーク
ショップの概要とそのアンケート結果に
ついて報告した。参加者である中華学校
や朝鮮学校の児童・生徒・保護者に対す
る、館長や学芸員のウエルカムな態度が、
参加者がこれまで来たことのない美術館
という場での自由に表現していいという
安心感や、大人への信頼感につながった
と鈴木さんは振り返った。

筆者は本年 3 月に県内の外国人集住地
区に住む子ども・若者たちのエンパワー
メントを目的として開催された美術館で
の撮影会「多文化ユース・フォトセッショ
ン in 三浦半島」について、その概要と
効果的だったと考えられるしかけについ
て報告した。報告の中で撮影会参加者の
一人であるチャン・バン・ティエップさ
ん（ベトナムから来日、アルバイトをし
ながら日本語を学んでいる）は、撮影会
への参加により「写真」への興味が増し、
深く考えて撮影するようになったとコメ
ントしてくれた。

アーツ前橋の今井さんは自身で企画し
た 2016 年の企画展「表現の森」につい
て、そして企画展以後現在まで続く 5 つ
のアートプロジェクトの内、アーティス
ト滝沢達史さんとアリスの広場（フリー
スペース）によるアートプロジェクトに
ついて報告した。

今井さんによれば、企画展ではアリス
の広場のボランティア Y さんの引きこ
もり経験を元に、滝沢さんが Y さんと
協働で制作したインスタレーションが展
示され、その制作過程で Y さんは心に
閉じ込めていた自分の過去の思いと対峙
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できたという。そうした引きこもりの子
ども・若者たちとの協働経験から、滝沢
さんが表現の森特設サイトに執筆した

「世界の見え方は案外心の変化に左右さ
れる。だから、生きづらさを抱える人に
は、社会に合わせる努力よりも世界の広
がりを獲得した方が良い」という考え方
は、前述の撮影会に参加した子ども・若
者たちにも当てはまる。引きこもりの子
ども・若者たちという「美術館から最も
遠い」と思われる人たちに対して、美術
館ができることは予想以上にいろいろあ
ることを実感できた報告だった。

杉浦幸子さん（武蔵野美術大学教授）
がモデレーターを務めたパネルディス
カッションは、マルパ実行委員の平井宏
典さん（相模湾・三浦半島アートリンク
幹事）の各報告者への質問から始まった。
企画展「表現の森」について来場者の反
応がどのようなものだったかという質問
に対して、具体的な言及を避けながらも、

「誰しもがマイノリティ性を持っている
はずなのではないか」という問いを投げ
かけ来場者を議論のプラットフォームに
入り込めるよう企画展を設計したとの今
井さんの回答からは、従来の「鑑賞」と
いう企画展の枠を飛び越える斬新さを感
じた。また、この問いが藤川さんのフィー

ルドワークを通じた「みんなが感覚特性
者」という気づきとリンクすると杉浦さ
んが指摘したことで、インクルーシブな
ワークショップに通底する「人」の捉え
方があることが見えてきた。

最後に杉浦さんが全体の感想を述べる
中で、 “inclusion”の語源に「閉じ込め
る」という意味があることに触れた。一
方的に内側にある人やモノが外側にある
人やモノを包んで出てこないようにする
のではなく、自分と他者、場と作品との
関係性において「〜し合う」（学び合う、
包み合う、ほぐし合う）ことが必要との
コメントは、今後のマルパのインクルー
シブな教育普及事業への大きな示唆と
なった。

なお、会場では「外国につながる子ど
も・若者たちの写真展」と題して、前述

の撮影会での作品 19 点が展示された。
フォーラムの開催とともに、これらの作
品を多くの方々に観覧いただけたことは
担当者として感慨深いものがあった。

この場を借りてフォーラム開催にあた
り尽力していただいた方々に謝意を述べ
たい。

※ 主に障害者について、感覚に焦点をあててそ
の人の「特性」として呼ぶ造語
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Museum UnLearning Program for All/ みん
なで “まなびほぐす”美術館―社会を包む
教育普及事業―の略称。（公財）かながわ
国際交流財団が神奈川県内にある 4 つの公
立美術館（神奈川県立近代美術館・茅ケ崎
市美術館・平塚市美術館・横須賀美術館）
等に呼びかけ、定住外国人や障がいのある
方々等を含む「すべての地域住民」の美術
館へのアクセス向上やインクルーシブな教
育普及事業の企画・実践を目的として、
2016 年度から始まったプラットフォーム型
アートプロジェクト。

●特設サイト URL
http://www.kifjp.org/mulpa/

■ マルパ（MULPA）とは
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